
〇広く・深く・⻑い時間にわたり、浸⽔するおそれ
例：江東５区における浸⽔想定

※江東５区（江⼾川区、江東区、墨⽥区、⾜⽴区、葛飾区）

荒川・江⼾川浸⽔想定区域図（想定最⼤規模）

最⼤浸⽔深 浸⽔継続時間

広域避難に関する取組

〇多くの住⺠が居住している
※江東５区の浸⽔想定区域内には約２５０万⼈が在住
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〇⾃治体を跨いだ避難が必要 〇通常より早く避難する必要

〇令和３年５⽉ 「⽔害からの広域避難に関する基本的な考え⽅」（内閣府）
〇令和４年３⽉ 「広域避難計画策定⽀援ガイドライン」（⾸都圏における⼤規模⽔害広域避難検討会）

現在、「⾸都圏における広域的な避難対策の具体化に向けた検討会」を開催。
広域避難の実装に向けて、⾏政機関等が連携して取り組むべき事項等について検討中。

広域避難に関する取組
こうした浸⽔に対して広域避難が必要

広域避難を円滑に実施するために
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広域避難に関する取組

「⾸都圏における広域的な避難対策の具体化に向けた検討会」等の場で、
メディアや交通事業者等を含めた関係機関と意⾒交換を⾏いながら、
⾏動の具体化を進めています。

「⾸都圏における広域的な避難対策の具体化に向けた検討会」 構成員

検討体制
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広域避難に関する取組

関係機関

タイミング・判断基準
時
間 報道機関

（メディア、キャリア）
交通機関

（鉄道、バスetc）
区・市都・県

国
（内閣府、国交省、

気象庁etc）

５
日
以
上
前

４
日
前

３
日
前

２
日
前

１
日
前

氾
濫
発
生

２．関係機関の役割分担の整理

「誰が」「いつ」「どのように」対応するかを関係機関間で役割分担を整理

天候良好

天候悪化

晴
天
・曇
天

雨
天
・
暴
風
雨

３．情報伝達のタイミング及び内容の整理

各タイミングにおいて的確な避難行動を取っていただくために、
伝えるべき情報のタイミングと内容を整理

これから決めていくべきこと

１．タイミング・判断基準
の整理

①気象情報
（台風の勢力
（気圧・風速））

②警報・注意報
（大雨・高潮・暴風）

③水位（高潮・河川）

④交通機関の運行状況
（鉄道・バス・

道路（高速道・一般道））

⑤避難の状況
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広域避難ならでは
の対応が必要な

フェーズ

関係者が⼀丸となって広域避難オペレーションを実⾏できるよう、タイムラインを作成中

現在の取り組み
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